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ニッケル 

 

１．物質特定情報 

名称 ニッケル 

CAS No. 7440-02-0 

元素 Ni 

原子量 58.7 

備考 化合物の例：酸化ニッケル(II) （NiO） 

炭酸ニッケル（NiCO3） 

硫化ニッケル（Ni3S2） 

硫酸ニッケル（NiSO4） 

（日本語版ＩＣＳＣ） 

２．物理化学的性状 

名称 ニッケル 酸化ニッケ

ル(II) 

炭酸ニッケル 硫化ニッケル 硫酸ニッケル 

物理的性状 様々な形状

をした銀色

の金属固体 

緑色～黒色

の結晶性粉

末 

淡緑色の結晶 金属光沢のある、

薄黄色を帯びた

青銅色の塊状物 

－ 

沸点（℃） 2730 － － － － 

融点（℃） 1455 1984 融点以下で分解 790 848（分解） 

比重 8.9 g/cm3 6.7 g/cm3 2.6 5.82 3.7 g/cm3 

水への溶解性 溶けない 溶けない 溶けない 溶けない 29.3g/100ml(0℃) 

（日本語版ＩＣＳＣ） 

３．主たる用途・使用実績 

用途 ・用途：ステンレス鋼、特殊鋼、メッキ、蓄電池、非鉄合金、触媒等 

・国内消費量（平成８年度） 約 20万トン（Ni純分として） 

・鉱山排水、工場排水あるいはニッケルメッキ製品からの溶出により水道水に混入するこ

とがある。 （H10専門委員会報告） 

名称 －    

使用量 －    

生産量 －    

輸出量 －    

使用実績 

輸入量 －    
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４．現行規制等 

水質基準値（mg/l） なし 

監視項目指針値（mg/l） 0.01(P) 

その他基準（mg/l） 薬品基準 0.001、資機材基準×、給水装置基準× 

他法令の規制値等 

環境基準値（mg/l） なし 

要監視項目（mg/l） （項目のみあり、値はなし） 

諸外国等の水質基準値又はガイドライン値 

WHO（mg/l） 0.02(P)（第２版及び第３版ドラフト） 

EU（mg/l） 0.02 

USEPA（mg/l） なし 

 

５．水道水（原水・浄水）での検出状況等 

○監視項目調査 

  指針値（0.01 ㎎/）に対して 

年度   10%超過 20%超過 30%超過 40%超過 50%超過 60%超過 70%超過 80%超過 90%超過

  

  

測 定 

地点数 

10%以下 20%以下 30%以下 40%以下 50%以下 60%以下 70%以下 80%以下 90%以下 100%以下

100%

超過

H12 原水 1,396 1,208 81 41 34 9 8 6 1 3 0 5

    表流水 763 638 47 25 27 7 7 4 1 3 0 4

    ダム・湖沼水 36 32 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0

    地下水 597 538 34 15 5 1 1 2 0 0 0 1

    その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

  浄水 323 268 26 16 6 5 2 0 0 0 0 0

    表流水 160 137 11 5 3 2 2 0 0 0 0 0

    ダム・湖沼水 8 7 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

    地下水 155 124 15 11 3 2 0 0 0 0 0 0

    その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

  （指針値の超過状況） 

 合計 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 

原水 35 / 7,134 / / 5 / 1,471 7 / 1,458 10 / 1,479 8 / 1,330 5 / 1,396 

浄水 3 / 1,391 / / 3 / 249 0 / 272 0 / 274 0 / 273 0 / 323 

     注）合計の欄の測定地点数は５年間の延べ地点数である。 
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６．測定手法 

フレームレス-原子吸光光度法、ICP法（通常ネブライザ）、ICP法（超音波ネブライザ）、ICP-MS

法により測定できる。 

フレームレス-原子吸光光度法、ICP法（通常ネブライザ）、ICP法（超音波ネブライザ）、ICP-MS

法による定量下限（CV10%）は、それぞれ、3μg/L、4μg/L、0.9μg/L、0.4μg/Lである。 

 

７．毒性評価 

毒性に関する新たな知見の追加はないことから、以下の平成１０年の専門委員会の評価を維

持することが妥当である。 

 

（１）毒性に係る評価 

 ＷＨＯ(1993) 

 ラットを用いた硫酸ニッケルの２年間混餌投与〔Ambroseら(1976)〕による試験において、

臓器重量の変化が認められたことから NOAEL は 5 ㎎/㎏/day。不確実係数は種内差及び種間

差に対して 100とし、適切な長期毒性試験及び繁殖性試験が行われていないこと及び経口摂取

による発がん性の可能性についてのデータが不足していることなどからさらに不確実係数を

10として合わせて 1000。ＴＤＩは 0.005㎎/㎏/day。 

 

 監視項目設定時の評価(1992) 

 上述のラットを用いた試験から NOAELは 5㎎/㎏/day。不確実係数は 1000とし、ＴＤＩは

0.005㎎/㎏/day。 

 

ＷＨＯ(1998) 

・限られたラットを用いた複数の試験の結果からは、NOAELはおおむね 5㎎/㎏/dayとなる。 

・最近行われたラットを用いた塩化ニッケルの飲水投与での２世代繁殖試験〔Smith ら

(1993)〕において第２回出産時の新生仔の死亡率の増加が認められたことから LOAEL1.3

㎎/㎏/dayが求められているが、第１回目出産時の LOELが 31.6㎎/㎏/dayである。第１回

目出産時と第２回目出産時でばらつきがあることから確たる結論を本試験から導くことは

困難である。 

・また、もっと不十分な試験であるが、ラットを用いた塩化ニッケルの飲水投与での２世代繁

殖試験〔Velazquez & Poirer(1994), ATSDR(1997)〕から NOAEL7㎎/㎏/dayが求められて

いる。 

 

（２）発がん性評価にかかる情報 
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金属ニッケルはGroup2Bに、ニッケル化合物はGroup1(IARC, 1990)に分類されている。

経口摂取による発がん性の知見はない。 

WHO の GDWQ（第２版追補）ではヒトにおける発がん性について以下のように評価さ

れている。 

ニッケルのヒトへの影響については International Committee on Nickel Carcinogenesis 

in Man(ICNCM)において、職業上ニッケルに暴露される集団に対する調査の解析が行われ

ている。職業上、高濃度の硫酸ニッケル、酸化ニッケルに暴露されると肺、鼻腔のがんの

原因となることがわかっている。金属ニッケルとがんの間には関係はない。溶解ニッケル

の暴露によりがんのリスクは増大し、またこの暴露は溶解性の低いニッケル化合物の暴露

によるリスクも増大させるかもしれない。職業上暴露を受ける場合以外でニッケル化合物

により肺、鼻のがんが生じるという明白な証拠はないと ICNCMは結論している。（WHO, 

1998） 

 

上記知見に基づく平成 10年専門委員会の評価 

・ラットを用いた２年間混餌投与試験〔Ambroseら(1976)〕から NOAELは 5㎎/㎏/dayが求

められている。ただし、本試験は、死亡率が高く、その原因も不明である。また、本試験で

は死亡率が高いことから発がん性は評価できない。 

・ラットを用いた２世代繁殖試験〔Smithら(1993)〕から LOAEL1.3㎎/㎏/dayが求められて

いるが、第１回目出産時と第２回目出産時の毒性発現用量が著しく異なる。また、同様の試

験条件下で行われた２世代繁殖試験〔Priceら(1988)〕から NOAEL７㎎/㎏/dayが求められ

ているが、試験条件に問題がある。これらの試験の適性を現時点で判断することはできない。 

以上から、長期毒性試験及び２世代繁殖試験ともにＴＤＩを算出するには不十分な状況に

あるが、Ambrose らの長期毒性試験の結果に基づき、不確実係数は種内差及び種間差に対

して 100とし、１年以降の高死亡率に対してさらに不確実係数を 10として合わせて 1000

とし、暫定的なＴＤＩを 0.005㎎/㎏/dayとする。     

  

８．処理技術 

通常の浄水方法のうち、凝集沈殿＋ろ過による除去性ありとの報告がある。逆浸透、石灰軟

化、イオン交換により除去できる。 

 

９．水質基準値（案） 

（１）評価値 

評価についても、以下の平成 10年の専門委員会の評価に加えるべき新たな知見はないので、

平成 10年時の評価に従い、ＴＤＩ0.005㎎/㎏/dayから、得られた評価値を 0.01㎎/L（１日２

L水摂取、体重 50㎏、寄与率 10％）を維持することが適切である。ただし、長期及び生殖発
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生毒性ともに現状では、ＴＤＩを算出するには不十分な状況のため、毒性評価は暫定的なもの

である。ＷＨＯにおいても、新生仔死亡率における不確定要素のため、ガイドライン値は暫定

的なものとなっていることに留意する必要がある。 

 

（２）項目の位置づけ 

評価値と浄水の検出状況からみれば水質基準にも分類し得るが、毒性評価が暫定的なもので

あるから水質管理目標設定項目とすることが適当である。 

 

１０．その他参考情報 
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